
令和３年第３回大和村議会定例会 

一般質問通告一覧（９月 22 日 水曜日開催） 

 

 

№ １ 市田 実孝 

質 問 事 項 要  旨 

１ 農林水産物の地産地 

消について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 再生エネルギーの地 

産地消について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 公有財産の利用につ 

いて 

１） 地域の活性化のためには，農林水産物の地産地消を進

めることは必要なことと考えられるが，村として何らか

の対策をされているのかお尋ねいたします。 

 

２） 子供たちに村の特産品を教えていく事は，地域を理解

する上で大切なことと考えるが，村の学校給食等で，村

の特産品を活用し，また，その特産農産物収穫体験など

なされておられるのか現状をお聞きいたします。 

 

３） 体験農業による体験交流人口拡大のためにも，村内の

農産物の栽培を促進拡大し，島野菜などの食材が，常に

地域において豊富に利用されるような環境づくりが必要

だと考えられるが，家庭菜園・一坪農園を推進してゆく

事業など検討できないかお尋ねいたします。 

 

 

１） 政府は公共施設への太陽光パネル設置率を，10 年後の

30 年に 50％，40 年に 100％とする目標を設定し，市町

村自治体を支援していくとあるが，世界自然遺産登録が

なされた自治体の村として，早めの検討が必要と考えら

れるが計画などされていないのかお聞きいたします。 

 

２） 現在の戸円校の校庭や今里集落の西部グラウンドの状

況や今後の利用計画について，また，公有財産の貸付等

についてお聞きいたします。 

 

３） 大和ダムの利用状況で，小規模発電などの活用につい

てお尋ねいたします。 

 

 

１） 村有地（遊休地）の貸付けについて，規定等があるの

かお尋ねいたします。 



№ ２ 前田 清和 

質 問 事 項 要  旨 

１ 大棚毛陣地区，観光

施設整備について 

 

 

 

 

 

２ 空き家，廃屋対策に

ついて 

 

 

 

 

 

３ コロナ感染症対策に

ついて 

 

 

１） 世界自然遺産登録に認定された今，多くの観光客が本

村を訪れる中，大和まほろば館も賑わいを見受けられま

す。今後，観光客誘致の上でも，本村の目玉として，大

和まほろば館を中心とした，毛陣地区の観光整備が出来

ない か。     

 

 

２） 年々増加する，空き家，廃屋，どこの自治体でも頭を

悩ましています。老朽化した家屋の撤去について，一番

の問題は費用が掛かることだと考えられます。今後，対

策を進める上で，空き家等除去助成金対策など検討出来

ない か。     

 

 

１） 本村において，ほぼワクチン接種が進んだ中，全国的

にも 10代未満の感染者も増えてきています。今後，発症

した場合の教育現場（学校）の対策は。  

   

２） PCR検査は無料で行われていますが，大和診療所で 

掛かる診察代は，どのようにされていかれるのか。

     



№ ３ 勝山 浩平 

質 問 事 項 要  旨 

１ 住宅が不足している 

集落への住宅整備の推 

進を 

 

 

 

 

 

２ 奄美漁業大和支所の

正組合員過半数が反対

している国立公園ヒエ

ン浜沖での海砂採取の

中止について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 交付金を支給してい

る「やまとまほろば漁

業集落」の活動で現認

された事件の隠ぺい疑

惑の解明について 

 

４ 村の歴史・文化・伝 

統芸能等を伝承してい 

くために歴史民俗資料 

館の整備に向けた取り 

組みについて 

 

 

 

１） 今年度あたり民間企業と連携した住宅確保の取り組み

を示せると思うと答弁しているが、その政策構想はどの

様な内容か、また、進捗状況はどうなっているのか。 

２） 今年度、住宅の整備計画を立て住居確保に努めると答

弁しているが計画の内容はどのようなものか。 

３） 策定された住宅の整備計画にもとづき最新では、どの

集落に何棟整備をしていく予定なのか。 

 

１） 昨年、県に提出した意見書の中で海砂採取による環境

の因果関係や新たに採取可能な海域の調査実施の取り組

みを要望しているが、その結果はどのようなものであっ

たか、また、その結果と対応を踏まえ今後、村としてど

のような取り組みを行っていくのか。 

２） 奄美漁協に対し「状況を監視しながら要請を継続して

いく」と答弁しているが、どのような要請を行っていく

のか。 

３） 「賛成・反対それぞれの立場の意見を聞いたうえで村

として意見書にまとめたい。漁業者の意見をしっかりと

聞き取り進めていきたい」と答弁しているが、どのよう

な意見があり、今年度の意見書にはどのような内容を盛

り込んだのか。 

 

１） 村は漁業集落の事務処理等が適切に行われるよう監督

する立場にあり、「奄美漁協と漁業集落、役場の 3者が納

得するような結果になるよう努めたい」と答弁している

が、これまでどのように取り組んだのか、また、これか

らどのような取り組みを行うのか。 

 

１） 奄美群島成長戦略の実現に向け本村が取り組む施策に

文化の拠点プロジェクトとして歴史民俗資料館の建設が

計画されているが今後の展開はどのようになっている

か。 

２） 令和 6年度からの 10 年計画となる次の奄美群島成長戦

略において歴史民俗資料館の建設をどのような位置づけ

にしていくのか。 

３） 早期建設へ向け準備を進めていくための組織の設立が

必要ではないか。 



№ ４ 藏  正 

質 問 事 項 要  旨 

１ 住宅整備について 

 

 

 

２ 福元地区の携帯電話

エリア拡大について 

 

 

３ クロウサギ飼育展示

施設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 個人及び法人が建設する住宅に対し支援できないか。

出来るとしたら，どのような支援が考えられるか。 

 

 

１） 携帯電話事業者への働きかけの経過と結果について示

せ。 

 

 

１） 将来にわたって多額の運営費用が考えられるが収支に

ついての考えを示せ。 

 

２） 建設に向けた検討委員会の構成を示せ。 

 

３） 村民に不安視されるような取り組みになっていない

か？（多方面からの意見収集も必要ではないか） 

 


